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『とりかへばや物語』宰相中将の人物像について
─
好色者らしからぬ好色者
─
佐
　
野
　
佳矢乃
はじめに
　『とりかへばや物語』という作品の中で、いち早く女主人公の異装の真実を知るにもかかわらず、きょうだい入れ替えの発端となった「とりかへばや」という嘆きの終息を知ることなく、華々しい大団円に組み込まれながら 、最後まで悲嘆を払拭できずに物語が幕を終えてしまう人物がいる
─
「宰相中
将
注１
」その人である。
　
従来、本物語における「宰相中将」研究は、女主人公を窮境に
陥れる「好色者」とし の面や「をこ」な人物として 彼ばかりが取り上げられ、大概が批判的な評価にとどまってしまっ いた。しかし、それでは作者の宰相中将創造の意図は何も見え はこないのではないか。彼 本物語において好色者 して造型され、また、本物語の滑稽的側面を担 て るという見解 異存はない。しかしながら、宰相中将の人物像を綿密に追ってみると、
そのような解釈のみでは事足らない彼の奥深い魅力や彼にまつわる作者 創意が浮かび上がってくるように思われる。　
本稿では、宰相中将と女主人公との関係に着目しながら、彼の
新たな人物像に迫っていくこととする。前述のとおり、宰相中将という人物は、本物語にお て好色者であり烏滸者でもある。彼は、物語中で作者によって付与された、それらの性質を発揮しながらも 男装の女主 公に対してはまた一風異なった感情 持ち続けていたようである。それは、自身より優位なものに直面する際に生じ 、否応なしに自己の不甲斐なさを直視させられる感情、すなわち「劣等感」 して 男装の女主人公を見つめる宰相中将の胸の内に生まれてくる の感情は、時に彼 中自身の好色性と対峙し、彼 自己を省みさせるも であった。しかしながら、女主人公との関係の推移 ともなって 実態も変化していく。また、その変化は女主人公の彼に対す 心情に大き
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な影響を及ぼすものである。
一、京での生活
─
秘密露見以前
─
　
宰相中将は本物語に登場した折から、 「容貌、有様、いと侍従
のほどにこそにほはね、なべての人よりはこよなくすぐれてあてにをかしく、心ばへたとしへ く」 （巻一
　
一八〇頁）と語られ
る。つまり、宰相中将の美質は 普通の人とは比にならぬほど魅力的であるが、男装の女主人公（中納言） それ 下位にあるということである。こうした表現は、物語内において幾度か見られ 。そして、宰相中将自身もそれを自覚しており、男装の女主人公に対して劣等感を抱いていた。
（私注
 中納言は）男の身にめでたく見ゆるを、まいてこの人
の一言もかけ寄らんを聞きしのぶ人はあらじかし、と羨ましく、わが身恥づかしけれど（以下略）
 
（巻一
　
一九〇頁）
　
宰相中将は、同性として女主人公に対し羨望や劣等感を抱くの
であった。そして、それは好色な宰相中将としては 性との情事が絡むと余計に感じられるものである。以下は異装のきょうだいが笛と琴を合奏しているのを耳にした後の宰相中将の様子である
宰相はありつる御琴の音のみ耳につきて、さばかり何事にも世のひとつものな 中納言の目移し も、いかばかりならん
ことの御耳にもとどまりなんと思ふに、いとねたく口惜しうて、琵琶たてまつりたまふを、わりなく辞ひたまふ。 
（巻一
　
二〇四頁）
　
宰相中将は、男尚侍に思いを寄せながらも、そのきょうだいで
ある男装の女主人公の素晴らしさに引け目を感じて、思うようにアプローチが出来ずにいるのであった。また、次は男装の女主人公の世間的な妻である四の君と密事に及んだ後の宰相中将の様子である。
さばかり子めかしくあえかなりつるけはひ有様には、中納言のめでたくなよび になつかしうただうち語らふのみこそあはれに心につきて思ふらめ、我をば情けなく憂かりしとぞ思ひ出でたまふらん、と ひやるに涙もとどまらず（以下略） 
（巻一
　
二一一頁）
　
好色者である宰相中将にとっては、自身より姿かたち 人柄ま
で優っている男装の女主人公は、同性として妬ましくも羨ましくもあり、まさに劣等感を生じさせる存在なので 。そして、同時に自身の恋のハードルを上げる存在としてあり続けるのである。　
このような宰相中将に対し、その劣等感の対象である男装の女
主人公はどのように感じていたのだろうか。以下は、男尚侍への満たされぬ思いを訴える宰相中将に対する女主人公の様子である。
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（私注
 宰相中将は）わびしきままにこの君をいとよく語らひ
て、思ひあまるときは涙もつつまず憂へ泣きかくるさまの、人よりすぐれてあはれになまめきたるを、いとほしくあはれに、こと人よりはなつかしくうち語らひながら、我はいとうちとけ睦びられず。
 
（巻一
　
一八一頁）
　
異装の秘密の露見を恐れるため、完全に気が置けないというわ
けではないものの、女主人公は涙ながらに男尚侍への恋心を訴えてくる宰相中将に対し 他の よりは気を許し、その姿を「あはれ」にも感じているのであった。石埜敬子氏のこの場面に関する、 「恋に苦しむ宮の中将に同情する侍従に 、無意識な『女』の目が感じられる
注２
」という見解は示唆に富むものである。このよ
うに、男装の女主人公が他の女性への恋 を泣きながら訴えてくる宰相中将に対し、 「あはれ」と感じている場面は何箇所か存在する。　
恋の苦悩を吐露する宰相中将に対する、こ ような女主人公の
心のあり方は、正真正銘の女である四の君が彼に恋心を訴えられた際の心情に似ている。
つゆにても人に気色聞きつけられてはいかでながらふべき身ぞと思し入りながらも、ほのかなる行きあひの折々、現し心もなきまで泣き惑ひ焦 るるさま、 まめかしうあはれげな
るも、度重なれば見知られたまはずもあらず。 
（巻一
　
二一六頁）
　
以上をふまえて、男尚侍のもとへ宰相中将が闖入する場面と比
較してみる。
（私注
 宰相中将は）心肝も尽きはてて恨みわぶるに、大方は
いみじうたをたをとあてになまめかしうあえかなる気色ながら、さらにたわみ靡くべうもあらず。
 
（巻二
　
二六七頁）
　
男主人公は、外見は女でありながらその実体は男である。その
ため、男が激情を訴えてきても「靡くべうもあらず」であり、女主人公や四の君のように「あはれ」には感じないのである。反対に、女主人公は外見は男でありながらその実体は女な である。彼女が宰相中将に向ける「あはれ」という眼差しが、心身ともに女である四の君に似ているという事実は注目すべきであろう。すなわち、女主人公は宰相中将と同僚として交際する中で、男同士の友情ばかりでなく、無意識のうちに彼を異性と 意識していたということである。しかし、こうした真実を知る由もない彼は、同じ男性として彼 にたびたび劣等感を抱いていたのであった。
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二、京での生活
─
秘密露見以後
─
　
女主人公の男装の秘密が宰相中将の知るところとなった後も、
二人は世間的にはまだ男同士として交際していた。女主人公は人目を憚ろうともせず迫ってくる宰相中将に対 恨み言を言いながらも、その様子に「あはれならぬにはあらねど」 （巻二
　
二八二
頁）と感じつつ、 「さりとて、かくのみ纏は たてられてのもいとあやしう、世づかぬ身の有様をあらはれぬべければ」 （同頁） 、 「なほ、人目見苦しからぬほどにを」 （同頁）と今後の逢瀬を約束するので った。　
女主人公は、このように自分に泣きついてくる彼を、秘密露見
以前と同じように「あはれ」と感じるのであった。つまり、秘密露見 以後で、女主人公の彼に対す 感情は根本的 は変化していないのであり、異装の秘密を暴かれてもなお、彼が恋情涙ながらに愁訴する姿を肯定的に見つめていたということである。　
しかしながら、 「隔てありて 見えじ」 （巻二
　
二八三頁）と思
うばかりに四の君との情事を詳細に語りながらも 眼前 女主人公への愛情を示すため 四の君では心が慰みそうにないとも言う宰相中将に対し、彼女は次のような感慨に至る。
いであな心憂、類なげなりし気色をかく言ふよ、これこそは
月草の移ろひやすき心なめれ、と見るに、 （私注
 自分を）あ
はれと思はん限りはうちほのめかし言ふべきにもあらざめり、また思ひ移ろふ方あらん時は づらかな ことのありしやと（私注
 自分との一件を）言ひ出でんと思ふに、いとう
しろめたう かかる人にしも逃れぬ契りのありけるよと思ふも、いと心憂し。
 
（同頁）
　
女主人公は、今ここで身をもって「月草の移ろひやすき心」
─
彼の好色心を実感したのであった。以前、男同士として「う
しろめたけれど、心苦しう思ひきこえさする」 （巻一
　
一九〇頁）
と感じられ 彼のこの好色さに、一人の女性として、もしくはその好色の対象として、直面させられた彼女は、 「好色」というものの頼りなさを思い知らされ 「いと心憂し」と感じるのであった。しかし、それは彼女が宰相中将に「あはれ」を感じるからこそであり、すなわち、女主人公が宰相中将に対し、 性 して意を寄せている らこ 彼の好色さが恨めし 感じるのではなかろうか。　
そして、そのうち女主人公は宰相中将の子を身ごもることとな
るのであった。彼女から妊娠を打ち明け 宰相中将は、異装を解除して隠棲するべきであると 旨を切々と訴えながらも、同時期に彼と 二人目の子を懐妊した四 君のもとへも足を運ぶよ
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うになる。　
宰相中将は、以下のように、眼前の四の君への思いに女主人公
を等閑に考え、そのどちらをも妻にする日を思い浮かべて舞い上がっていた。
もとより心ざししみにし方はいと類なくあはれにて、中納言だにさて籠 居たまひなば、この人をも何ごとにかはつつまん、さてこそは見め、と思ふかねごとも、胸つぶれて、うれしういみじきに左右の袖濡るる心地 て（以下略） 
（巻二
　
二九八頁）
　
そうした彼の様子を知った女主人公は、 「さればよ」 （巻二
　
二九九頁）と内心では思い悩みつつも口外せずにいるのであった。　
そのような彼女の思いにまったく考え及ぶことのない宰相中将
に、かつての彼女への劣等感 まるで見られない 自己の前に完全に女となることが約束された女主人公に対し、宰相中将の劣等感は生じてこ いのであった。そして、そのような彼に対し、女主人公も「あはれ」の感情を抱くことはないのである。　
とはいえ、その年の正月、人々を魅了する男装の女主人公の見
事な晴れ姿を目にした宰相中将 様子は次のように語られる。
宰相の中将も、人よりことなるさまして参りあひて、 （私注
 
中納言の姿を）見るに、かばかりにて交じらひそめ、世のお
ぼえ有様かくもてなされたるに、身を変へにくからんや、と胸つぶれて、目をつけて見 ど（以下略）
 （巻二
　
三〇二頁）
　
女主人公の比類なく華やかな男姿を目にすると、宰相中将は彼
女が女姿になることへ同情もしつつ、あまりにも彼女の男姿が素晴らしいので、もしかするとこのまま女姿になどならない ではないかと心配もし 胸が締めつけられる思いがするのであった。　
また、昇進の際には、自身の昇進について「人にすぐれて面立
たしきは、ただ世の人 なりのぼるに続きたちにし とほしさばかり」 （巻二
　
三〇五頁）と考え、素直に喜ぶことができなかっ
た。そのような自分の身の程を知るにつけても、輝か い昇進を遂げ 男装 女主人公に思いを馳せると 「 （私注
 右大将は）い
みじかりける容貌、才のほどかな、かかる身をもて埋 らさんことも、我になりて思ふに、難しかし」 （同頁）と 感じられるので、あれこれと思い惑って「紫 雲の衣のうれしさにあり 契りや思ひかへつる」 （巻二
　
三〇六頁）と詠みかける。そのよう
な彼を、女主人公は再び「をかしうあはれ」 （同頁）に思うのであった。どうやら劣等感がもたらす宰相中将 不安げ 言動は、女主人公に「あはれ」と感じさせるものであるら い。　
それならば、ここでの女主人公の「あはれ」という感情は、単
なる異性としての好意という意味以外 孕む が と考えら
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れる。思えば、宰相中将が彼女に対し劣等感を抱くのは、彼女を一人の男として認め、尊重しているからではないか。換言すれば、宰相中将が女主人公に劣等感を抱くとき、彼は彼女のことを自分と同じ男、人間だと考えているのである。　
前掲場面では、男装の女主人公が本当は女であると知りなが
ら、彼女の男 しての偉業を自身と引き比べ 見つめている。女主人公もまた、彼のそうした心の内を読み取っていたに違いない。彼女は常に男装する自分を「世づかぬ身」と感じ、不安を覚えて た。そうした彼女に対 劣等感を持つ宰相中将は、彼女に自身が男としてしっかりと男社会を生きていくことができ るということを実感させてくれる存在であっ のではなかろうか。　
しかしながら、女主人公の美質は変化していないはずであるの
に、懐妊によって女になることを決意し ついには真に女姿となっていった彼女に対し、宰相中将が劣等感を抱くことはなくなるのである。彼の劣等感は、巻二の先の箇所を最後に失われていく。　
そもそも劣等感というのは、自身と同じ土俵に立つ者に対し抱
く感情であり、自身とまったく別のところに位置 いる人物対してはそのような感情を抱くこ もないのであ つまり、宰相中将は男装の女主人公に対し 同じ男というフィールドに立っ
ていたからこそ劣等感を感じていたのであり、女という自身とまったく別個の存在となった女主人公を目の前にしても、彼の内にそうし 感情は生まれてこないのであった。そして、悲しくも彼のそうした心情の変化を感取してしまう女主人公 心は 彼から離れていくこととなる。
三、宇治での生活
　
身重の女主人公は宰相中将に導かれ、彼の父式部卿宮の領地が
ある宇治に移り住んだ。そこで宰相中将は献身的に彼女の身の回りの世話をしていた。輝かしい男装のわが身を手放し、 のもとに身を寄せた女主人公であったが、真摯に面倒を見てく る姿を見て、なんとか心が慰め れていくの あった。　
しかし、宰相中将が女主人公の世話に専心するの は、 「いか
で悔しと思はせじ ありし世（私注
 男装時代）を思ひ出でさせ
じ」 （巻三
　
三三四頁）という思いがあったからである。こうした
心理は、やはり男装の女主人公に抱い 劣等感に起因するものであろう。劣等感を感じていた相手が、自らの前で劣等感が生じる心配のない存在
─
女となっているのである。宰相中将とし
ては、いかにしても彼女を男 には戻し くないのであった。このように女主人公に男装時代 思い出させまいとする今の宰相中
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将には、彼女を女でありながら男として栄華を極めた人物だと認めていた昔の宰相中将の面影は薄れている。それどころか、まるで彼女の男装の過去を必死に消したがっているかのようである。　
そうした彼に呼応するかのように、女主人公の態度も変わって
いく。
やうやう、その人の、とありし、かかりし、言ひしなどやうのことさへ、さし並びにし身なれば思ひ出らるる折々多かるを、みづからは 人近くもてないてたることの好ましさぞと言ひ恥ぢしめらるるも聞きにくければ、さらぬ顔に忍び過ごす（以下略）
 
（同頁）
　
宇治に移ってもなお、男装時代を思い出すことの多い女主人公
であったが、宰相中将に揶揄されるのを恐れ、 同士としての共通の思い出を口にできずにいた。彼女の男装の過去を払拭しようとする宰相中将 前 、彼女はまさに一般的な自己抑制 女になってい 。一方、宰相中将は、女主人公の葛藤に気づくことなく、彼女の普 女のような様子を「いと思ふさまにめでた うれし」 （巻三
　
三三九頁）と受けとめ、四の君のもとへも頻繁に
通うようになっていった　
しかし、宰相中将は、女主人公が出産間近になり苦しそうな姿を
見ると、本来の彼女の魅力に再び気づかされるのであった
もてなし有様はればれしく馴らひたまひにしかば、いとあへかに埋もれいぶせくはなく、わら かにをかしく、いと馴れたる心つき 、ものを思ひ嘆きてもひとへ 思 沈みてはあらず、泣くべ 折はうち泣き、をか 言ひたはぶるる折はうち笑ひ 言はん方なくにくからず愛敬づきたま る人の、まことにもの心細 苦しきままに、いとたゆげになよなよと心苦しげなるを見たまふ中納言の御心地、わが身にかへてもこの人をいかでたへらかにと思 惑ふ（以下略） 
（巻三
　
三六〇頁）
　
石埜氏が、女主人公の魅力は「従来の物語の女主人公のような
弱々しくあえかな女らしさや自己抑制の美徳とは異なり、泣くべきときには泣き、笑うべきときには笑うといった自由さにあ
る注３
」
と指摘しているように、彼 のそうした有様は宰相中将を魅了していたようである。そのよう 彼女の自由な自己表現は男装時代があったからこそ可能なことであり、彼女のこの魅力 その時代に培われたものを基盤としている。　
そして、女主人公もまた、誰に対しても自由に感情を表現して
いたわけではない。実際、最終的に結ばれることとなる帝の前では、心のまま 自己を表現している場面は存在せず、む ろ自己抑制に徹しているように見受けられる。また、女姿に った後は
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父やきょうだいである男主人公に対しても、自身の感情を積極的に表すことはない。　
では、なぜ彼女は宰相中将のみに自己を解放することができた
のか。それは、まさしく先に触れた関係性の推移があったからではないだろうか。女主人公は絶対に明かすこと できない異装という秘密を抱えていたものの、幼い頃から宰相中将と男同士として交際し、友人とし 気ままに様々なことを語らう が ていた時期があった。それゆえ、実は女であることを知られた後もなお、彼の前では自然体で居ることができたのである。二人のこの関係性は、幼少期から て親しん い 時期の延長線上にあるものであり、だからこそ、女主人公は慎ま が良いとされる当時の女性像というものから解放され、自由に自己を表現することができたのである。　
そうした彼女のあり方は、当時の観念からすれば、あまり好ま
しいとは言えな だろう 、宰相中将はそのような彼女の様子を男と て否定的に見るのでは く むしろ好意的に見つめ、それを彼女の魅力 して受けとめるのであっ 。女主人公 とって、そのようにありのままの自分を受け入れてくれた男性 宰相中将ただ一人であり、また、宰相中将 とっても、そのように感情豊かに自分に接してくる女性は、女主人公ただ一人 っ はずで
ある。そうした意味で二人は唯一無二の関係であったと言える。　
しかしその一方で、 「言はん方なくにくからず愛敬づきたまへる
人の、まことにもの心細く」と続くように、宰相中将の心を捉えている は女主人公の自由な自己表現そのものなのか、それともそうした自己表現をする彼女が弱って「心苦しげ」であるからなのか、曖昧な表現になっていることに注意しなくては らない。　
さらに若君誕生の折には、過去の厭わしい思い出までも笑い話
となるのであった。
日に添へてこの若君のうつくしく光り出づるさまを、母君の御もと さし寄せつつ、 「あはれなりける契りを。昔よりかかる 様にて思ひなくあらましかば」と言ひ出でたまふにぞ、げにと、あやしかりける身かなと思ひ出づるに、かの所（私注
 右大臣邸）の七日の夜扇見つけたりしこ
と注４
など、いと
にほひやかにのたまひ出でて、かたみにを しくもあはれも思す。
 
（巻三
　
三六一頁）
　
宰相中将は、宇治から一歩も出ずに若君の世話に専心しなが
ら、女主人公に「昔よりかかる御様にて思ひなくあらま かば」と語りかける。それを機に、彼女もまた男装時代 自身を「あやしかりける身」と振り返り、脳裏に浮かんだ当時の出来事の数々を語り出すのである。そうして互いに「を しくもあはれにも」
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感じながら、仲睦まじく幸せな時を過ごすのであった。　
ここで着目したいのは、宰相中将の方から女主人公に男装時代
を思い起こさせるような発言をしたという点である。彼の「昔よりかかる御様にて思ひなくあら しかば」という言葉は、男装を否定的に捉えたものではあるものの、同時に彼女に男装時代を想起させる可能性を孕むものでもある。こう た発言をする宰相中将は、男装の過去を思い出させまいと必死になっていた彼とはいくぶん異なるのではなかろうか。このときの彼は 女主人公の男装時代が存在していたこと 前提に話をしてい のである。　
そのような宰相中将であったから そ、女主人公もこのときば
かりは遠慮な 当時の思い出を語ったのであろう。ここで 二人は、 つて男同士として気兼ねなく り合うことのでき た関係を回復したかのように見える。それゆえ、 「
かたみに
0000
をかしく
もあはれにも」思えたのではないだろうか。　
以上のように、女主人公 男装時代を消し去ろうとしながら
も、男装時代を確かに受けとめているからこそ生じうる心情や言動を有する宰相中将の様子から、彼女の男装時代を肯 す 気持と否定したい気持とが、彼の心奥で幾度となくせめぎ合っていことが窺えよう。　
しかし、若君誕生からしばらく経つと、宰相中将には次のよう
な心理が働くようになる。
（私注
 宰相中将は）もとの様にやなり返りたまはんとうしろ
めたく静心なかりしを、この若君をいとかなしげに思して常に抱き扱ひたまふめれば、これを見捨ててはふり離れじと思ふ頼みさへいと強く りて（以下略）
 
（同頁）
　
宰相中将は若君の誕生によって、今後女主人公が男装に戻るこ
とはないと確信したのである。そのことに安堵する宰相中将は、女主人公の男装時代の抹消を願わんとしていた彼と同質と言える。　
そして、ついに四の君が出産間近となり、そちらへ籠りきりに
なる宰相中将をよそに、女主人公は次のように考える。
かくのみこそはあるべきなめれ、わが心ひとつにこそよろづのことにつけて嘆き絶えせざりしか 大方の世に け はかたはらなくなりにし身を、あいなくもてしづめて、類 くだにあらず、か のみ待ち遠に思ひ過ぐさんことこそ、なほあるべきことにもあらね（以下略）
 
（巻三
　
三六四頁）
　
若君を出産し、宰相中将がその子の世話に専念していたときに
は、男装していたかつての自分を「あやしかりける身」と回顧した女主人公であったが、他の女のもとに行った宰相中将の訪れを、若君とともに待つ かない自身 現状を思うと、やは 栄光に輝いていた男装のわが身への思いが立ち返ってくるのであった。
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こうした彼女の心の動きに思い及ぶべくもない宰相中将は、自
己を制し恨み言も漏らさずにいる彼女に対し、 「ほのかに馴らひにける人なればあながちなるもの恨みの気色なくさはやかにもあるかな」 （巻三
　
三六七頁）などと見当違いな考えにまで至る。
彼女の男装時代を拭おうとするどころか、自身の都合の良いように解釈しているのである。そのよう 彼を、語り手は「をこなりや」 （同頁）と語る。　
若君の誕生により、女主人公に対 劣等感を抱かなくなるどこ
ろか、おかしな余裕まで生じさせ、彼女を等閑に扱うようになった宰相中将は、男装時代の彼女を受けとめて劣 感を抱いたり男同士の友人であった過去を持つ らこそ可能で った昔話や彼女の自由なもの言いを楽 んでいたりした、かつての彼にはほど遠い。そうし 彼は彼女にとって、もはや「あはれ」を抱く対象でもなくなり、むしろ、自身 これ以上損なわれ のないように、遠く離れるべき存在となってしまった であっ
四、女主人公失踪後
　
宇治にとり残された宰相中将は、以下のように思う。
限りなくのみもてかしづかれたりし身を、いとかく忍び隠ろへたるさまにて、あなたざまのことを心に入れて扱ひつつ、
ここにはありもつかず都がちにあくがれたりつるを、げにいかに見も馴らはずあやしくあいなしと思しけんを（以下略） 
（巻三
　
三九二頁）
　
女主人公を失った今になって、四の君の世話に掛りきりで彼女
を蔑ろにしていたことを後悔するのであった。あとの祭りになって散々に反省する宰相中将の滑稽な姿は、彼の烏滸者 しての側面を浮き彫りにするものだと言える。しかしながら、彼は女主人公がそうした生活 耐えられなかったのは、彼女が「限りなくのみもてかしづかれた し身」であったからこそだと考えている点には着目すべきであろう。こうした感慨を抱く宰相中将は、異装解除後の大将帰京の場面でも見受けられる。　
彼がそのような思考に至るのは、やはり自身が劣等感を抱くほ
どの女主人公の男姿が、心に焼き付いていたからではないだろうか。そうした彼女 華々しい男装時代 思うと、ここ宇治では、なんと屈辱的な生活を彼女にさせてしまって たのだろうと思い知らされる 失った後に気がつく点は愚かながら、宰相中将はここにて女主人公が「あはれ」と感じることの きていた彼 なわち、彼女の男装時代の栄華を確かに受けとめ、羨望す 抱いていた、かつての宰相中将をとり戻した 言え であろ 。　
この後、四の君とも疎遠になり、ついに一人きりとなった宰相
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中将は次のように描写される。
月日に添へては、若君のものをひき伸ぶるやうにうつくしうなりまさりたまふを見たまふにつけては、かかる人さへなからましかば何 心を慰めましと思すにも、また、もろともにうち語らひてかかる人 同じ心に生ほしたてましに何ごとをか思はましと思ふには、飽かずかな くて、 くづくと 歩きもせられたまはず若君を夜昼御かたはら放たず遊ばしきこえて明かし暮らしたまふも、思へばをこがましや。 
（巻四
　
四六八頁）
　
今や複数の女性の間を奔走していた宰相中将の面影はない。以
前、宰相中将は、女主人公が若君を「いとかなしげに思して常に抱き扱ひたまふ」 （巻三
　
三六二頁）様子を見て、この子を捨て
てまで自身のもとを離れることはあるまいと油断し、四の君 もとへ通うようになったのであった。当時の女主人公は、零落 たわが身の有様や宰相中将に忽せにされることに苦悶するなかで、愛くるしい我が子の存在を唯一 心の支え しながら、宰相中将の訪れを待ち続けた。しかし、今となっては、宰相中将がそのときの彼女と同じ状態になってしまっている。　
つまり、宰相中将は、女主人公が男として栄達した過去を持つ
人物であったことを忘れ、一般的な女という枠組み 押し込めよ
うとしたために、逆に男である自らが彼女を求め待ち続けるという枠にはまってしまったということである。なんと滑稽な顛末であろ 。それゆえ、語り手は「をこがましや」と評するのだ。　
一方、宇治から脱出した女主人公は、男姿となって京から彼女
を捜しに来ていた男主人公と、吉野の宮のもとで落ち合った。吉野に身を置く今の彼女は、 「心や しき思ひ絶えずいぶせかりし憂き世の中離れて、やすらかに思さるれど 明け暮れ見馴れし、限りなく山口しるかりし顔つきぞ恋しく、人やりならずほれぼれしくうち がめて」 （巻三
　
三八六頁）という状態で、残してき
た若君への切 る思いだけは募るものの、宰相中将のもとを離たことに関しては安堵するばかりであった。　
しかし、男主人公と入れ替わり、宮中に出仕するうちに帝と結
ばれ中宮となったとき、女主人公の心情 また異なる様相を呈するようになる。　
次は、女主人公が皇子を授かり、里下がりしていた折の場面で
ある。その際、宰相中将もま 、男主人公の手引きによっ 妻となった吉野の妹宮に会いに二条邸を訪れていた。その彼を密かに見つめる女主人公 心内は以下のようである。
昔よりかたはなるまで馴れ遊びて、かたみに何ごとも隔てず言ひ合はせうち語らひての果て果ては あさましう世づかぬ
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身の有様をさへ残りなく見えにし契りにも、あはれならぬにもあらぬに（以下略）
 
（巻四
　
四九八頁）
　
宇治にて憂き目に会わされてもなお、女主人公は宰相中将との
関係を「あはれ」と感じるのであった。もし彼が女主人公にとって、苦悩ばかりをもたらす人物であったならば、 女はこのように感じないはずで る。　
では、なぜ女主人公はこのような感慨を抱くのだろうか。それ
はまさしく「昔よりかたはな まで馴れ遊びて、か みに何ごとも隔てず言ひ合はせうち語らひて」とあるように、
宰相中将が、
彼女にとって幼少期から気が置けない仲にあり、自由な自己表現が唯一可能であった人物であるからで る。　
さらにそればかりではなく、 「あさましう世づかぬ身」であっ
た彼女を愛し、彼女が女ながら男として栄華を極めたという事実を確かに受けとめてくれていたのは、彼しか居なかったのでる。女主人公が女でありながら男と て躍進する姿は、父左大臣からしてみれば、 「男君がこう ればいいのに」と「とりかへばや」の嘆き 増長させるものであり、彼女のきょうだ である男主人公は、そうした彼女の活躍ぶ を「世づかざりける身どもかな、我ぞ くてあるべきかし」 （巻三
　
三二三頁）と見つめ、
男である自分こそがこう な に 考え、異装解除後に
は、横取りするかのように自分のものにしていってしまう。　
女主人公は女である自分が男として築き上げた栄華を、紛れも
なく彼女自身のものであると誰か 認めてほしかったのではないだろうか。たとえ劣等感を抱く い かたちであっても、その願いを叶えて れていた は、結局宰相中将たった一人であである。もちろん、今になって後悔して行方を追い求めている宰相中将の心 女主人公は知ら いわけだが、前掲のような女主人公の境地は、女に戻ったという真相に気づかずにいる宰相中将の姿とまさに呼応していると言えるだろう。　
前述したように、女主人公は、帝の前では過去の秘密を知られ
ることを恐れて自己表現をほとんどせず、むしろ普通の姫君たちと同様に自己抑制に徹している。さらに、国母となった彼女は、当時の女の栄華 極めたと言っても過言ではない ずであるのに、彼女がそ につい 喜ぶ場面は一切描かれて い いむしろ 女主人公は帝が闖入してきた際 男主人公と入 替わり出仕したこと、自分の迂闊さを悔やむのであった　
このように、帝の寵愛を受けたうえに皇子まで儲けたにもかか
わらず、歓喜する様子もなく、宰相中将 宇治で過ご 日々を「あはれならぬにもあらぬ」と懐古する女主人公の姿が描かれる意図はいかなるものなのであろうか。
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当時の女性の幸福とは、優れた男性に一番大切な女性として愛
され、その人との子を生すというものであった。その定義に当てはめてみれば、宮中での女主人公の生活は申し分のないものであると言える。反対に、宇治での 活は不幸にあたると思われる。　
しかしながら、宇治での日々を懐かしむ女主人公が描写されて
いる。ここから窺えるのは 男性と 情事が順調であることだけが女の幸福ではないということではなかろうか。　
そもそも女主人公が中宮になった は、帝が彼女を手に入れた
いと願う気持と、彼女の父左大臣と大将となった男主人公 が、彼女を中宮にすることによって栄進しよう する企図が重なったためであり、ここに彼女の意はまったく介されていない。まさに男たちの思惑の内に、女である彼女の意思は埋められてしまったのであっ 。　
以上のことを換言すれば、女としての栄達が女主人公の幸福で
はないということにもなろう。では、彼女にとっての幸福はいかなるものであったのか。　
かつて宇治に移り住む前、女姿の男主人公に対面し、 「我もと
よりかやうにてあるべきも を」 （巻三
　
三二二頁）との感慨を
抱いた女主人公であったが、異装解除の後、宰相中将と 関係に亀裂が生じてくるにつれ、男装のわが身を「かたはらなくなりに
し身」 （巻三
　
三六四頁）と想起し、幾度となく男装時代に思い
を馳せるようになっていく。また、憂き目を見るたび、 「さりとてもとの有様に返りあらためなどせんことはあるべきことならず」 （巻三
　
三五二頁）と考えることも増えていった。ここには、
「できるならば、男姿に戻りたい」という思いが隠されているように感じられる。これらをふまえると、女主人公の幸福は男装時代にあったと考えられそうである。 「戻りたい」と感じられる装時 は、彼女にとってどのようなものであっ のだろうか。　
それは、自由な自己表現が許され、表舞台でライバルたちと切
磋琢磨しながら、さらなる高みを目指 、自力で自 の人生を切り拓いていくことができていた、自己実現の日々であった ではないだろうか。そうした生 方こそが、彼女 幸福であったのであろう。　
そのような彼女にとって、男装を解き、一般的な女のように、
ただただ男の愛だけを頼りに生きていくことは、非常に堪え難い状況なのである。しかし、異装の秘密を知る、 主人公の父左大臣もきょう いである男主人公も、その事実 思い及ぶことはなく、むしろ、彼女の異装が解除されることは彼 と て喜ばしいことであり、女として生き ことが女主人公に って辛 とであるなどとは思いも寄らないのである。
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本物語の女主人公は、一見、栄光に満ちた男装時代を生き、異
装解除後も女として輝かしい栄進を重ねた、幸い人であるかのようである。しかしながら、その実態は、男社会に蹂躙される苦しみに煩悶し続けた悲運の女性であった。　『とりかへばや物語』は、彼女の生き方を通して、女が閉塞した世界でひたすら自己を抑えつけながら、男の愛だけを頼りとして生きていくことが当然とされた当時の社会のあり方、さらには、そこに生きる女の苦悩をも映し出している。本物語が主題としているのは、女主人公 栄達ではなく、まさにこう た女の生きがたさなのである。
おわりに
　
本物語の主題が、女主人公の生涯を通して描かれる、女の生き
がたさにあるとすれば、 「をこ」で「好色」 評されてき 宰相中将という人物をいかに解釈しうるのだろうか。そ した視座で彼の人物像を再考してみたい。　
本物語において、宰相中将の男装の に対する劣等感
は、彼の好色性を描く叙述とともにあった。好色な宰相中将は、四の君に懸想すれば夫である女主人公の素晴ら さへ 劣等感、一方、尚侍 きょうだいである女主人公へ れ 苛
まれるというように、好色なうえに「をこ」な姿を発揮しているのである。　
しかしながら、その姿は男装の女主人公にとって「あはれ」と
いう感情を生じさせるものでもあった。宰相中将は、彼女が「世づかぬ身」と嘆いていた男装 姿に劣等感を抱くことで の男として生きる不安を払拭させるばかりか、彼女に男装への自信をもたら た。さらに、彼女の異装が露呈した後も、彼女が実女であるこ を知りながら 見下し り異端視 りせず 、彼女の素晴らしい男姿に劣等感を抱き続けて た。　
女に対し劣等感を持つというのは、一見「をこ」であるが、裏を
返せば彼 を自身と同じ人間だと捉えて るということ る。女主人公の父である左大臣が出世のための道具、きょ だい ある男主人公が自己の身代わりとして彼女を見るなかで、彼女を自分と同じ世界に生きる一人の人間として見つ て劣等感に苛まれていた宰相中将は、決して「 こ」なだけの人物 は言えない。　
だが、彼は女主人公が子どもを産み、完全に女になるや否や
子どもが生まれたからには自身のもとを離れま 油断し、彼女を等閑にするようになった。それゆえ、彼 宰相中将に対する好意は消滅し、彼女は彼の前から姿を消した であった。すなわち宰相中将は、元々良好であった関係を無意識 うちに自ら崩壊
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せしめてしまったのである。この姿もまた、宰相中将が「をこ」であると強く印象づけられるものに違いない。　
しかし、先に述べた本物語の主題をふまえるといかがだろう
か。完全に女となった女主人公に対し、揺れ動きつつも次第に劣等感を抱かなくなってしまう宰相中将の姿が描かれることによって、能力のある女性が「性」というたった一つの社会的記号に、理解者であったはずの親友からも抑圧されていく事態を窺い知ることができよう。彼の好色心ば りではなく、こうした状況に耐えられなくなったからこそ、彼女は宇治を去ったのであ 。　
真に女となった女主人公に対 宰相中将の劣等感が失われてい
き、それを耐え難 感じ 女主人公が宰相中将のもとを去るという展開があることで、本物語の主題である、 の生きがたさ、すなわち、女性も男性 同じように生きること き はずであるのに、女性がそうした生き方を送ることを許さない当時の世の中、人々の心を知らず知らずに縛っている「慣習」が浮き彫りになっている。このように考えてみ ば、女主人公に逃げられる情けない宰相中将の姿も、本物語の主題を示すためには不可欠であったと考えられ　
また、女主人公に自身のもとを去られ、彼 の間に生まれた
若君をせめてもの慰めにしながら 彼 の出現 待ち続け 宰相
中将の有様は、当時の女性のあり方を連想させるものである。女主人公が子を慈しむ姿を眼前にし、彼女 当時の一般的な女性像に当てはめようとしたがために、逆に 宰相中将自身が当時性像というものに収まってしまったのである。男女のきょうだいの性の倒錯という発想をもとに展開される本物語であったが、男女が逆転する 意味では、宰相中将もまた「とりかへ」 体現者の一人と言うこ ができようか。　
その後の女主人公の行方を知らない宰相中将は、物語の終結ま
で彼女への思いを払拭できずに彼女を捜し求め続ける。岡本美奈氏はそのような彼について次のように述べる
注５
。
女中納言の秘密を知り物語の根幹に関わっていながらも、最終的には物語 トリックも何も把握できていない彼は、読者からしてみればをこ以外の何者で なく、またそのように描かれる宰相中将 結局女中納言を理解できる器としても造型されていないのである。
　
たしかに宰相中将は、女主人公の異装の秘密を暴き、子まで生
すにもかかわらず、その後の異装の終息や女主人公が女に戻り国母になったという真相を知ることはない。しかしながら、彼 ついて「女中納言を理解できる器としても造型されてい 」とは言えないはずである。先に確認してきた おり、宰相中将しか理
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解していなかった部分も多くあった。　
宰相中将は彼女が異装を解除する前、 「いみじかりける容貌、
才のほどかな、かかる身をもて埋もらさんことも、我になりて思ふに、難しかし」 （巻二
　
三〇五頁）と感じていた。彼女にとっ
て男装時代が手放 難いものであると認識していた人物は 本物語において宰相中将し 存在しない。　
また、 「物語のトリックも何も把握できていない」彼は、最後ま
で彼女の面影を追い求め、女主人公と入れ替わり大将と 帰京した男主人公を、男装に戻った だと勘違いしてま いつく。その姿はまさに「 こ」であるが、ここで着目すべきは、宰相中将が、女主人公が宇治での生活を受け 男として再び出仕したいという願望を持ったに違いな と推し量ったと う点である。　
つまり、女主人公にとって最も理想的なあり方が、男としての
生きることにあったと宰相中将が理解して たということである。彼は女主人公にとって、いかなるも が幸福であるのか気づいていたのであった。だからこそ、彼は女主人公失踪後、宮中に現れた大将を、彼 が再び男装した姿だと思い接近するのである。　
異装の発端となる「とりかへばや」の嘆きが終息した後、父左
大臣や男主人公は 女の男装時代を、男主人公の 装とともに一家の消し去りた 過去として暗黙のうちに処理してしまった。
それに対し、宰相中将は、先述のように彼女が男装に戻って出仕したのだと思い違いをして男主人公につきまとう。これも言しまえば、彼だけが異装解除後もなお、彼女が男 して生きていた過去を確かに受けとめて るということになろ 。宰相中将が異装の終息 知らぬまま彼女の面影を追 限り 物語の中で彼女の輝かしい男装の過去は永遠にあり続けるのである。　
以上のように、女の生きがたさという主題を念頭に置き、宰相
中将が従来「をこ」として考えられてきた要因を改めて考究すると、それらは彼を「をこ」な好色者とし 形づくっているかのように見えなが 、実は彼が の物語の真の主題を展開させ、導き出すことを可能としていると言わねばならない。　
一見「をこ」でしかない宰相中将の言動を通じて、女主人公
は、自身の求める「女も男も同じように生きる」こと 理解者がどこにもないことを思い知らされること なった。宰相中将を追うことで、女主人公の栄華の裏に隠された、彼女が真に求めていたものに迫ることが可能 な 。 して、 の女主人公に対する眼差しやポジションそのものが、彼女が女でありながら男社会おいて男と同等 、あるいはそれ以上に活躍 いたこ の証明になっていたのである。　
こうした側面を有する彼を、単なる「をこ」な「好色者」 、道
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化や狂言回しと評することはできまい。宰相中将という人物は、『とりかへばや物語』の表面的な構想の奥に秘められた真実を照らし出す光のような存在なのであった。
注
注１
　
本稿では物語中の呼称の変化にかかわらず、宰相中将に統一する。
注２
　『新編日本古典文学全集』 （小学館）第三九巻、一八一頁頭注
注３
　
石埜敬子「 『今とりかへばや』─偽装の検討と物語史への定位の試み─」（ 「国語と国文学」八二（五） 、平成一七年五月）
注４
　
右大臣邸での七日の産養の夜、宰相中将が四の君のもとに侵入し扇を落としていった際のことを言う。
注５
　
岡本美奈「栄華の物語を支える 烏滸者』─『とりかへばや物語』の宰相中将─」 （ 「表現と創造」 （五） 、平成一六年三月）
※
　『とりかへばや物語』の本文の引用は、 『新編日本古典文学全集』 （小学
館）の表記、頁数に拠る。
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